
YOKOGAWAグループ企業行動規範 

災害防止対策活動とグリーンファクトリーへの展開 

プロセス制御セキュリティ 

ハード対策（装置・危険物・不安全行動） 
＋プロセス対策（各種プロセス） 

＋グリーンファクトリー対策（自然災害＋環境汚染） 

活動基本方針：現場・現物・ライン密着の巡視・改善活動 

グリーンファクトリーの実現 国内・海外への 
生産拠点への展開 

犯
　
罪 

情報犯罪 

侵入災害 

first stage
装置・建物対策 
危険物対策（シアン等） 
不安全行動対策 
入出門・夜間警備対策 
安全意識喚起対策（ポスター、バッチ等） 

80項目 

地域社会との共生 
快適な生産環境 

生産再編の安全確保 

廃棄物ゼロ（→業者引取） 
焼却炉廃止 
土壌管理 
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second stage
プロセス対策 
半導体（YMF駒ヶ根工場） 
PWB（YMF青梅工場） 
ライニング（YMF三重工場） 
めっき・塗装・焼結・モールド 

持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の た め に  
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　災害防止対策本部は、2003年10月から2004年3月にかけて、国内

拠点はもとより海外拠点のすべて（韓国、中国、シンガポール、米国、オ

ランダ、ドイツ）を巡視し、各拠点長と実務責任者および生産技術の専

門家と一体となった活動を進めました。巡視のポイントは、人命と火災

に関わるハード系の安全対策がきちんとなされているか、プロセス系は

どうか、拠点長による安全パトロールは毎日行われているか、地震その

他の自然災害まで含めて対策実施マニュアルが整備されているか、危

険物や有害物質の管理は適正か、情報面のセキュリティはどうか、消

火栓を含む安全設備と緊急時の対応はどうか、等々です。しかし災害

防止対策の鍵を握っているのは、“隠れた不安全の種を一人ひとりの

手で摘み取ろう”を基本とする安全行動文化の確立と定着化であると

考えています。 
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横河電機の品質保証組織図（2003年度） 
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過去13年間の障害者雇用 横河電機　過去4年間の業務上の災害動向 
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年間平均労働者数（人） 

延実労働時間数（H） 

休業4日以上（人） 

休業1～3日（人） 

小計休業者数（人） 

不休（人） 

合計 

延休業日数（日） 

労働損失日数（日） 

度数率（全国平均1.77）（人） 

強度率（全国平均0.12）（日） 
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35.3

：品質保証部署設置 
：QA責任者設置 

　YOKOGAWAグループがお客様に提供しているのは、自動化された生産設

備そのものや、そこに組み込まれて重要な働きをする製品です。故障が発生する

とお客様の生産体制そのものに影響が出てしまいます。そこでこうしたトラブルを

未然に防止すること、故障したときの迅速な復旧活動を支援することが当センタ

ーの最優先課題です。現在、お客様からの電話を最初に受け付けるコール対応

業務は、私を含めて4名の女性が行っています。お客様はなんらかの問題を抱え

ていらっしゃるので急がれた口調で電話が掛かることが多々あります。しかし私た

ちがそのペースに巻き込まれたのでは、障害の内容を正確に把握することができ

ません。この業務では早くトラブルを復旧したいお客様の気持ちを十分配慮し、

沈着冷静な態度で対応することが最善の対処方法だと思っています。 
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